
2021年 7月 1日から 2022年 9月 30日まで肺癌の検査として 

当院で気管支鏡検査を受けられた患者さんへ 

 
当センターでは下記の臨床研究を実施しています。 
この研究の詳細についてお知りになりたい方は、問い合わせ担当者まで直接お問い合わ

せください。 
なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の情報等をこの研究 

に使ってほしくないと思われた場合にも、問い合わせ担当者までその旨をご連絡下さい。 
その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
●研究の名称 
超音波気管支鏡下穿刺吸引生検法における、適正な穿刺針洗浄回数についての検討 
●研究の対象 
2021年 7月 1日から 2022年 9月 30日までに、当院で肺癌を疑って、気管支鏡検査(EBUS-
TBNA)を受けた 20名の患者さん 
●研究期間 
研究許可日から 2025年 3月 31日まで 
●研究の目的 
肺癌の精密検査として実施する気管支鏡検査の中で、超音波気管支鏡下穿刺吸引生検法

(EBUS-TBNA)という検査方法があります。一度の検査で、肺癌が疑わしい複数のリンパ節か
ら組織を採取する検査方法ですが、採取に用いる穿刺針は、通常、一度の検査で一器具を使

用するため、様々なリンパ節から採取された細胞が、混ざってしまわないように、針を刺す

リンパ節の順番を調整したりなど工夫が必要です。当院では、順番を調整する工夫に加え、

毎回刺すたびに針の中を、生理食塩水で洗浄して、可能な限り針の中に細胞が残らないよう

に工夫をしています。このたび、この工夫によって、どれくらい細胞が除去されているのか、

実態を調査する研究を実施いたします。 
●研究の方法 
通常の診療の中で得られる診療情報や臨床検査の情報を、個人を特定できない形で収集さ

せていただきます。 
●研究に使用する試料・情報 
病理診断名、検査で採取したリンパ節の部位、穿刺針の種類、洗浄した液体中の細胞の評価

など 
●資料の入手または閲覧、開示 
この臨床研究の計画や方法については、あなたのご希望に応じてあなた自身の資料の要求



または閲覧ができます。あなたがご自分の研究結果を知りたいと希望される場合は、研究担

当者にその旨をお伝えいただければ、ほかの研究対象者に不利益が及ばない範囲内で、あな

た自身にあなたの結果をお伝えします。希望された資料が他の研究対象者の個人情報を含

む場合には、資料の提供または閲覧ができません。 
●お問い合わせ先 
〒173-0015 東京都板橋区栄町35番 2号 
東京都健康長寿医療センター 
             呼吸器内科 石橋昌幸 
連絡先：03-3964-1141(平日 9:00～17:00) 



【研究事務局】 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター呼吸器内科         
石橋 昌幸、山本 寛 
 
【研究協力者】 
気管支鏡検査の実施及び患者診療 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 呼吸器内科 
籠尾南海夫、佐塚まなみ、野木森智江美、山田浩和、山本 寛 
 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 呼吸器外科 
登祐哉 
 
洗浄液検体の遠心処理とギムザ染色および所見の観察 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター 病理診断科 
鈴木明美、新井冨生 
 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター呼吸器内科         
石橋 昌幸 
 
症例数設定における生物統計学的相談 
地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター  
健康長寿イノベーションセンター 
健康データ科学研究室長 田中紀子 


